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地
域
医
療
の
要
と
し
て

役
割
を
果
た
す

積
極
的
な
患
者
の
受
け
入
れ

　
４
月
か
ら
、
市
立
川
西
病
院

の
診
療
体
制
を
一
部
変
更
し
ま

し
た
。

　
耳
鼻
咽
喉
科
と
産
婦
人
科
の

常
勤
医
を
１
人
ず
つ
増
員
。
診

断
や
治
療
が
今
ま
で
以
上
に
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
外
科
で
は
、
内
視
鏡
技
術
認

定
医
を
中
心
に
、
胃
が
ん
や
肝

胆
膵す

い
領
域
な
ど
消
化
器
系
の
手

術
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、乳
腺
セ
ン
タ
ー
で
は
、

最
新
の
超
音
波
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
ま
し
た
。
同
時
に
診
察
室

を
ス
タ
ッ
フ
で
改
装
。
安
心
し

て
診
察
を
受
け
て
い
た
だ
け
る

よ
う
快
適
な
空
間
に
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
期
に
は
、
全

診
療
科
の
ス
タ
ッ
フ
で
対
応
。

入
院
患
者
の
受
け
入
れ
も
積
極

的
に
行
い
、
市
や
近
隣
の
医
療

を
支
え
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
地
域
医
療
の
要

と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ
る
よ

う
、
市
医
師
会
や
他
の
医
療
施

設
と
連
携
し
て
い
き
ま
す
。

受
診
・
検
診
離
れ
が
深
刻
化

　
同
感
染
症
の
影
響
で
、
顕
著

と
な
っ
て
い
る
受
診
・
検
診
離

れ
。
通
常
よ
り
も
、
病
状
が
進

行
し
た
状
態
で
来
院
す
る
人
が

増
え
て
い
ま
す
。

　
自
覚
症
状
が
出
る
こ
ろ
に
は

病
状
は
か
な
り
進
行
し
て
い
ま

す
。
検
査
を
受
け
な
い
こ
と
に

よ
る
病
気
の
リ
ス
ク
は
、
病
院
を

受
診
す
る
際
の
感
染
リ
ス
ク
よ
り

も
は
る
か
に
高
い
で
す
。
当
院
は

感
染
症
対
策
を
万
全
に
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
安
心
し
て
来
院
し
て

く
だ
さ
い
。

４
年
９
月
に
新
病
院
へ

　
４
年
９
月
、
当
院
は
キ
セ
ラ
川

西
地
区
に
移
転
し
ま
す
。
現
在
、

開
院
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

当
院
の
強
み
は
、
全
て
の
ス

タ
ッ
フ
が
協
働
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
性
を
発
揮
し
な
が
ら
患
者

さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
体
制

が
整
っ
て
い
る
こ
と
。
今
後
も

「
チ
ー
ム
医
療
」
を
よ
り
意
識
し
、

患
者
さ
ん
に
向
き
合
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　現在行っている消化器系手術の多く
は、最新の腹腔鏡手術システムを導入し
ています。同手術は、５～12㍉程度の切
開で済むため、開腹手術より術後の回復
が早いんです。体の負担も少なく、丁寧
で安全な手術が可能なので、高齢者にも
積極的に行っています。
　また、乳腺センターでは、乳がんをは
じめとする乳腺のさまざまな病気に対
応。診断から手術まで一貫した治療を受
けていただけます。
　医師は積極的に学会などにも参加し、
最新の情報や技術を取り入れています。
毎週、外科ではカンファレンス（会議）

　当院は婦人科（婦人科系疾患の診断や
治療、手術）と産科の両輪で、幅広く対
応しています。産科では、無痛分

ぶんべん
娩にも

対応。現在、近隣で対応しているのは当
院のみです。そのため、市外在住の人や、
里帰り出産で帰ってくる人が、無痛分娩
を希望され、当院を選ばれる場合も多く
あります。
　新病院の産婦人科では、常勤医が現在
の２人から６人体制になります。市外か
らもアクセスしやすい場所になるので、
出産や手術を希望される人がより多くな
るでしょう。
　今後、さらに需要が高まってくる不妊

多い「慢性副鼻腔炎」や、難病指定の「好
酸球性副鼻腔炎」などの手術を、安全・
確実に行うことができます。
　また、２年４月から常勤医が３人にな
り、外来を２診体制で回せるようになり
ました。さまざまな疾患に対応できるよ
うに器材の整備や、動線などを考えた診
察室のレイアウト変更も行いました。
　医師３人は皆若く、より良い治療をす
るために何ができるかを柔軟に考え、実
践していく姿勢を持っていることが強み
です。市内外から求められる耳鼻咽喉科
になるよう、診療体制をさらに充実させ
ていきたいです。

を開催。医師や看護師をはじめ全スタッ
フで患者さんの症状を診て、根拠にのっ
とり治療方針を決定しています。
　今後も連携を強化し、患者さん一人一
人に最適な方法で対応します。

　耳鼻咽喉科は外来診療に加え、２年前
から手術対応を開始。それに併せて「ナ
ビゲーション手術システム」を導入しま
した。同システムは CTに画像を３D表示
させる機能などを搭載。鼻の病気で最も

治療については、女性だけでなく男性に
も対応できるようになります。
　患者さんのニーズに合わせて、最善の
医療を届けていけるよう、引き続き努め
ていきます。

器材と環境を整備し体制を強化

最新の知識と技術で治療法を提案

患者のニーズに合わせた医療

耳鼻咽喉科にナビゲーション手術システムを導入

外科チームの連携で一人一人に見合った対応

近年要望の多い無痛分娩にも対応

藤井 光久さん

産婦人科　主任診療部長

橋本 健吾さん

耳鼻咽喉科　医長

向坂 英樹さん

外科　診療部長

病
院
長

土
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貞
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さ
ん

チーム医療で
患者を支える
診療体制がさらに充実
新病院の開院に向けた準備も進める

　長年、市や近隣地区の公的医療を担ってきた市立
川西病院は、協立病院と統合し、４年９月にキセラ
川西（火打１丁目）内にできる「川西市立総合医療セ
ンター」へ移転。今後も地域の核となって高度な医
療を担っていきます。ここでは、医療の現状や市立
川西病院の今後について、医師に話を聞きました。

市立川西病院の今
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